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概要   

テレビ電話に代表される覗き窓メタファによる遠隔通信ではなく，空間の重ね合わせメタファに  

よる遠隔通信のシステム（同室感通信システム）のデモンストレーションをする・これ払離れた複  

数の部屋が同じ部屋であるような感覚（同室感）を作り出すものである・複数のホワイトボードをカ  

メラ／プロジェクタによ 

て，部屋中の壁庭設置することにより，共有できる空間を広くすることができ，同室感を作り出す  

ことができる．   

1はじめに   

離れた人と同じ部屋に居るかのような錯覚（同室  

感）を与える通信技術は何か・これを直接実現する  

技術は，3次元ホログラフなどのような立体ディス  

プレイであると考えがちである．しかし，「通信の  

対称性」を考えると，単に相手の像が立体に見える  

だけではなく，こちらの像も相手に立体に見えなけ  

ればならないし，自分が見ている物も相手にも見え  

なければならない．表示装置による解決というより  

Ⅰも 部屋全体の仕組みとして，同室感を与える通信  

技術を考えるべきである．   

従来のテレビ電話に代表されるようなシステムで  

ほ，相手側の部屋全体を映し出す大きな画面によっ  

て，空間を共有させようとする．しかし，相手側の  

空間とは画面を境にLて完全に仕切られており，  

窓を介して離れた部屋を覗くという「魔法の窓」で  

あった．   

それに対して，同室感通信は離れた部屋が一つの  

部屋であるかのような錯覚を与えるものである．す  

なわち，複数の部屋を一つに重ね，その部屋に入る  

ことで，遠くの人と同じ部屋に入った感覚を作り出  

すのである．   

HyperMirror［2］はそのような同室感通信の一つで  

ある．離れた人と同じ鏡に映っているという錯覚を  

作り出すもので，覗き窓型では困難であった相手方  

に存在する物体への指示などが容易に行える．   

本研究では，面の表面とその手前側の空間を共有  

することができる共有面を複数枚部屋に設置するこ  

とで，同室感を与える通信を実現する．   

2地点を結ぶ共有面ほ原理的には次のように実装  

する（図1）・Roomlでホワイトボードをカメラ  

で撮影し，それをRoom2のホワイトボードにプロ  

ジェクターで映し出す．同様に，Room2のホワイ  

トボードをカメラで撮影し，それをRoomlのホワ  

イ‾トボードに映し出す．これ紅よりう一‾一方のホワイ  

トボードに書かれた文字，その前にいる人物は他方  

のホワイトボードに映し出される．これで，ホワイ  

トボー・ドの表面とその手前の空間が遠隔地との共有  

空間となる．ここで，プロジェクタの使用は本質的  

ではなく，大きな投影面を持つスクリーンであれば  
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よれ 実際には，像の発振を防止するためと，像の  

コントラストを向上させるために，偏光板を用いて  

実装されている．   

共有面は，ClearBoard【1】と同様に文字や人物の  

像を同時に共有することができる（ただし視線は伝  

わらない）・ClearBoardやHyperMirrorとは違っ  

て，相手の像が正像で映るために，本の表紙を見せ  

るなどの，物を用いたコミュニケーションも問題が  

ない．   

しかし，共有面の欠点は，共有できる空間が狭い  

ことである．空間咋結像されなければならない像  

を，平面に近似して映さなければならないので，  

実物が面から離れるほど像の誤差が大きく（相手に  

は，巨大に映る）なるのである・   

ところが，複数枚の共有面を同時に使用すること  

ができ・るので，それにより共有する空間を広くする  

ことができる．例えば，図2は，3つの壁と1つの  

机の上に共有面を設置して，人物が存在する位置や  

作業領域をすべて共有空間にしている．このような  

面状の共有空間を組み合わせるだけでも，実用的な  

同室感通信を構築できるのである．ここで，机の設  

置は，共有できない空間に人が入り込むことを禁止  
＼  

するという目的もある．  

の存在を鏡で感じながら，手元の作業を共有する，  

といったことが可能となる。HyperMirrorは鏡像  
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図2 共有部屋  

囲3 同室感通信によるミーティング風景   

ではあるが，部屋全体を映し出すという特徴があ  

り，これは共有面の欠点を補うことになる．鏡を通  

じて隣に人がいるという気配を送り，実際の作業  

は共有面を用いておこなうことも可能である．同様  

に，コンピュータ画面の共有や，力学フィードバッ  

クによる触覚の共有などの装置も組合せ可能であ  

る．  n亡ヒWOrk  

図1共有面   
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図3に，共有面を組み合わせた部屋によるミー  

ティング風景を示す．4人の人物が3面の共有面の  

壁を利用してミーティングをしている．   

共有面同士だけではなく，他の同室感を与える  

装置とも組み合わせることが可能である．例えば，  

HyperMirrorと共有面を組み合わせることで，相手  
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